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駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２６年１２月８日（月）午前　９時５９分　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１０時４９分　閉会　　　　　　　　　

１．場所

第二委員会室

１．出席委員
委 員 長 木 村 勝 彦  副委員長 大澤千恵子 委　　員 藤浦雅彦
委　　員 三 好 義 治  委　　員 市来賢太郎 委　　員 弘　　豊

　　委　　員嶋野浩一朗

１．欠席委員
なし


１．説明のため出席した者
　　市　長　森山一正 　　副市長　小野吉孝
　　保健福祉部理事　島田　治　　保健福祉課長　前野さゆみ　　
　　　
１．出席した議会事務局職員
事務局次長　川本勝也　　　同局主査　田村信也

１．審査案件
議案第６４号　平成２６年度摂津市一般会計補正予算（第４号）所管分
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（午前９時５９分　開会）

○木村勝彦委員長　ただいまから駅前等

再開発特別委員会を開会いたします。

　理事者から挨拶を受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　師走の何かとお忙しいところ、本日は

駅前等再開発特別委員会を開催いただき

まして大変ありがとうございます。

　本日は、先の本会議で付託されました

案件についてご審査をいただきますが、

何とぞ慎重審査の上、ご可決いただきま

すようよろしくお願いいたします。

　一旦退席させていただきます。

○木村勝彦委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、三好委

員を指名いたします。

　暫時休憩いたします。

（午前１０時　　　休憩）

（午前１０時１分　再開）

○木村勝彦委員長　再開いたします。

　議案第６４号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　島田保健福祉部理事。

○島田保健福祉部理事　保健福祉部の島

田でございます。よろしくお願いいたし

ます。

　それでは、議案第６４号、平成２６年

度一般会計補正予算所管分につきまして、

補足説明をさせていただきます。

　今回の補正予算につきましては、ＪＲ

操車場跡地を中心とした健康・医療のま

ちづくりを進めるための関連経費でござ

いまして、２点ございます。

　予算書のほうは２４ページ、２５ペー

ジとなっておりますのでお開きいただき

たいと思います。

　款４衛生費、項１保健衛生費、目２予

防費で、健康・医療のまちづくり調査業

務委託料及び操車場跡地まちづくりポー

タルサイト、これは仮称でございますが、

この構築負担金でございます。

　１点目の健康・医療のまちづくり調査

業務委託料につきましては、市民を対象

といたしまして健康意識等に関するアン

ケート調査を行うための費用でございま

して、１２０万円を計上させていただい

ております。

　調査の目的でございますけれども、主

に市民の健康づくりの動向でありますと

か、食生活の状況なども把握していきた

いというふうに思っておりまして、あわ

せまして市民の国立循環器病研究センター

への利用ニーズについても聞いてまいり

たいというふうに思っております。

　アンケート結果につきましては、国立

循環器病研究センターとの連携施策の検

討ですとか、ほかに来年度策定を予定し

ております健康・医療のまちづくり計画、

これも仮称でございますけれども、この

参考としてまいりたいと思っております。

　アンケート調査につきましては、当初

は来年度予算での計上というふうにも検

討いたしたんですけれども、現在、国立

循環器病研究センター及び吹田市と開催

しております「吹田操車場跡地を中心と

した健康・医療のまちづくり会議」とい

うものがございまして、来年の６月から

７月には一定の結論が出るということに

なっております。我々の意図としまして

は、この会議とリンクさせながら保健医

療施策というのを考えていくべきではな

いかと考えておりまして、来年度執行と

なりますと、どうしても４月以降にアン

ケートを行っても６月から７月に結果が

出てしまうということなので、その会議

の中での議論には盛り込んでいけないと

考えまして、今年度中にアンケートを実

施したいということで、今回の補正予算

ということでお願いをしている次第でご
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ざいます。

　２点目の操車場跡地のポータルサイト

の構築負担金９７万７，０００円につき

ましては、これは操車場跡地に関する情

報提供を行うポータルサイトの構築運営

費ということでございます。ポータルサ

イトというのは、わかりにくいかもしれ

ませんけれども、インターネット上のホー

ムページでございまして、一つの事柄に

つきまして総合的・網羅的に盛り込んで

情報発信をするという構成になっており

ます。本件に関しましてはＪＲ操車場跡

地のまちづくりにつきまして、このホー

ムページを閲覧しますと発信されている

情報が全てわかるという仕組みになりま

す。

　現在は、操車場跡地のまちづくりに関

する情報につきましては、摂津市、吹田

市、国立循環器病研究センターあるいは

ＵＲ、これらの関係者がばらばらに情報

発信をしているという状態なんですが、

情報発信の重要性とか、あるいは利便性

の向上というのは先の議会でもご指摘を

いただいたところでございまして、お聞

きしますと吹田市のほうでも地元自治会

等から操車場跡地の情報についてやっぱ

り見づらいというような声があるという

ふうにお聞きしております。今回、ポー

タルサイトを整備することによりまして、

一元的に国立循環器病研究センターや吹

田市、我々の持っている情報もそうなの

ですが、それを一元的に情報発信するこ

とができますので、それによって市民の

利便性の向上ができると思っておりまし

て、効果的であるというふうに考えてお

ります。

　また、操車場跡地のまちづくりにつき

ましては、摂津市と吹田市が共同して行

う事業でございますので、その情報発信

につきましては、やはり共同で行ってい

く必要があるというふうに思っておりま

す。

　ポータルサイトで掲載する内容につき

ましては、今後、吹田市と協議という形

になっていくのですが、イメージといた

しましては、このポータルサイトという

ものは国内外に広く、いろいろな方に情

報発信をしていくものでございますので、

摂津市、吹田市の情報についても発信し

ていく予定ですし、操車場跡地の中の各

街区の情報ですとか、あるいは摂津市・

吹田市の両者の健康・医療の情報や取り

組みの内容、特に我々は今、まちごとフィッ

トネス！ヘルシータウンせっつ事業とし

て、ウオーキングコースを設定したりし

ていますので、そういう情報を積極的に

情報提供していきたいと思っております。

また、それ以外にも事業者向けの医療ク

ラスターの形成に向けた動きなども紹介

していければと思っています。当然、国

立循環器病研究センターも吹田市民病院

の情報もアクセスできるように構築して

いきたいというふうに考えております。

　ポータルサイトの構築に当たっては、

吹田市が９月の議会で議決されました補

正予算により事業者募集を行っておりま

して、１１月１２日に事業者は決定して

おります。

　トータルの予算で３０５万３，０００

円ということなんですが、このうち９７

万７，０００円についてを当市が負担、

残りの２０７万６，０００円につきまし

て吹田市が負担するという形になってお

ります。この負担割合は３０５万３，０

００円を１００としますと、吹田市が６

８、摂津市が３２という割合になるんで

すけれども、これは当市と吹田市が平成

２０年に締結いたしました吹田操車場跡

地地区の整備に関する基本協定というも

のがございまして、これに基づき取り交
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わされました吹田操車場跡地地区の補助

金の負担割合に関する確認書というもの

がありまして、これにおいて取り決めら

れた割合でございます。この割合の根拠

は操車場跡地全体の面積の案分というこ

とになっております。

　予算をご可決いただけましたら、吹田

市と協定書を締結いたしまして、負担金

として支出してまいりたいと考えており

ます。このポータルサイトにつきまして

は今年度中、早ければ２月ぐらいに立ち

あげたいということがありまして、今回

年度途中ではございますけれども補正予

算という形でお願いをするものでござい

ます。

　説明は以上でございます。よろしくお

願いいたします。

○木村勝彦委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。

　市来委員。

○市来賢太郎委員　少しだけお伺いしま

す。今、健康・医療のまちづくり調査業

務委託料と操車場跡地まちづくりポータ

ルサイト（仮称）構築負担金という２点

についてご説明いただきましてよくわかっ

たんですけれども、少しだけお聞きした

いと思います。

　市民に対するアンケートを行うのが業

務委託料ということでお伺いしましたけ

れども、委託先について教えていただき

たいと思います。

　それと、アンケートをとる方法につい

て、街頭に立ってアンケートをとるのか、

ある程度絞ってアンケートをしていくの

か、アンケートの方法を教えていただき

たいのと、これから６月に向けてアンケー

トというふうにお伺いしましたけれども、

アンケートのスケジュールとまちづくり

会議を絡めたスケジュール、６月に一定

のめどをつけるとおっしゃったのでいつ

までにアンケートをどういうふうにとっ

て、６月にどれぐらいの資料を持ってい

くのかということを教えていただきたい

と思います。

　続きまして、ポータルサイトの構築負

担金について、摂津市、吹田市、ＵＲな

ど、別々のところが別々に出している情

報をまとめるということだったんですけ

ど、どこが主導でやっていかれるのか教

えていただきたいと思います。

○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　市来委員のご質

問に対してお答えさせていただきます。

　まず、アンケートの関係でございます。

予算を可決いただければの話なんですけ

れども、事業者は年明けにでも入札で募

集してまいりたいというふうに思ってお

ります。

　アンケートの手法でございますけれど

も、見積もりの中では大体１，０００人

程度を母数としてアンケート調査を行い

たいと思っております。無作為抽出型で、

年齢層や性別に偏りがないようにした形

で、郵送方式を中心にしたいというふう

に思っております。アンケート調査でご

ざいますので、当然回答率というところ

で心配な部分がありますので、そこの部

分は経費のかからない程度で、例えば自

治会にお願いするとかいうこともあろう

かとは思うんですけれども、今のところ

は母数を１，０００人という形で考えて

おります。

　それから、スケジュールでございます。

スケジュールにつきましては、今年度内

の年明けに発注しまして、年度内にはア

ンケート調査の取りまとめを行いたいと

思っております。また、まとまりました

ら、その状況につきましては、議会のほ

うにもご報告させていただけたらという

ふうに思っております。
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　健康・医療のまちづくり会議との関係

でございますけれども、現在、健康・医

療のまちづくり会議のほうを継続的にやっ

ておるんですけれども、将来的な開催ス

ケジュールというのはまだ決まってない

部分もございますが、１月にまず１回ご

ざいまして、その後早ければ年度内にも

う１回あるというふうに思っております。

　そこで話し合っている内容というのは

やはり地域医療の課題でありますとか、

あるいは健康・医療のまちづくりと言っ

ておりますけれども具体的にどうしてい

くのかと。国立循環器病研究センターと

の連携というのが一番大きな柱になろう

かと思いますけれども、その辺を議論し

ているところでございます。今はまだ課

題抽出という部分がございまして、いろ

いろと関係者の間でそういう声を拾い上

げているという状況でございますので、

それが一定整理できた段階で、行政とし

ましてもこうしていきたい、ああしてい

きたいと、吹田市も含めまして意見を申

し述べていくのかなというふうに思って

おりまして、それが大体、年度明けとい

うふうなスケジュールでやっているとこ

ろでございます。そこで、その辺に摂津

市民はこういう意識を持っているという

ことをぶつけていければと思っておりま

す。特に国立循環器病研究センターとの

連携という部分でいけば、そういう市民

ニーズというのを拾い上げるというのは

非常に重要なのかなと。今の時点で私ど

もの取り組み不足かもしれませんけども、

そういう市民の声を拾い上げるという部

分がまだできていないというところもあ

ろうかと思いますので、その辺に今後力

を入れてまいりたいなというふうに思っ

ております。

　ポータルサイトでございますけれども、

ポータルサイトの運営につきましてはホー

ムページのアドレスにつきましては吹田

市役所でありますとか摂津市役所、ある

いは国立循環器病研究センターというと

ころではなくて別のところに一つアドレ

スをつくるという形で考えております。

ただ、運営につきましては当然事務局と

して摂津市もかかわりますし、吹田市も

やるということでございますので、それ

ぞれが管理権限をきちんと持ちまして、

内容もチェックして、情報の更新もそれ

ぞれが行えるようにするという形で考え

ております。

○木村勝彦委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　ありがとうございま

す。

　健康・医療のまちづくり調査業務委託

料で、１，０００人程度を対象に郵送で

行うということだったんですけど、これ

は摂津市の市民を対象に１，０００人と

いうことなのか、摂津市、吹田市を合わ

せて１，０００人ということなのかお伺

いしたいと思います。

　それと、ホームページの件なんですけ

ど、それぞれ権限を持ってやるというこ

となんですけれども、それぞれに事務局

を持ってということですけど、どこか一

つでプロジェクトチームをつくってそれ

ぞれでやるのか、結局ばらばらで一つの

ものをつくるのか、その点をお伺いした

いと思います。

○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　再度のご質問に

お答えいたします。

　まず、アンケートの件でございますけ

れども、対象は摂津市民を考えておりま

す。摂津市民は約８万人いらっしゃいま

すので、１，０００人ぐらいがちょうど

統計的な調査等の母数としては適当なの

かなというふうに考えておりまして、摂

津市民を対象に考えております。
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　それから、ポータルサイトの管理運営

という形なんですけれども、これにつき

ましては組織的にプロジェクトチームの

ようなものをつくるわけではないんです

けれども、両方で事務局という形で担当

を決めて、そういう形で運営をしていき

たいというふうに思っております。基本

的に業務委託をしますので、日々の構築

でありますとか保守点検みたいなところ

は業者が行うと。内容の更新については

吹田市と我々が責任を持って行うと、そ

ういうふうな形を考えております。

○木村勝彦委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　健康・医療のまちづ

くり調査業務委託料で、摂津市民を対象

に１，０００人程度ということで適当で

はないかということだったんですけれど

も、市民の意見を聞いてまちづくりに反

映していくというのはとてもすばらしい

ことだと思うんですけれども、８万５，

０００人の中で１，０００人を対象でちょ

うどいいとおっしゃるその算出理由を最

後にお伺いしたいなと思います。

　それと、ホームページのほうですけれ

ども、両者が主導でやっていく中で、摂

津市にも吹田市にも権限があるというこ

とだったんですけれども、今まで別々で

やっていて、それを一つにまとめるとい

うことなので、また別々の意見がばらば

らにならないように連携し合っていいも

のをつくっていただきたいなと思います。

こちらは要望とさせていただきます。

○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　アンケートの１，

０００人の根拠でございますけれども、

アンケートは８万人超えの市民の中で全

員にアンケートをとれば一番いいのかも

しれませんけれども、なかなか統計学上

で見ても、一定数以上アンケートをとっ

ても余り回答率に変わりがないというの

もありまして、予算の関係上から見まし

ても１，０００人ぐらいが適当なのかな

ということで１，０００人という形をと

らせていただきました。先ほど市来委員

の１回目の質問の中にもあったかと思う

んですけれども、もしそれで足りないと

いうことがありましたら、郵送方式では

１，０００人ということを考えておりま

すけれども、また別途自治会でお願いす

るとか、そのようなことでできるだけ広

く声を集めてまいりたいというふうに思っ

ております。

○木村勝彦委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　１，０００人という

ことで、一番効率的に回答率が高いよう

になるような１，０００人を抽出してい

ただけるという答弁と理解しました。市

民の意見を聞くこと自体はいいことだと

思いますので、せっかくやるなら回答し

ていただく率が高いように効率的にやっ

ていただきたいと思います。また、その

アンケートに対して、まちづくり会議で

反映していかれるということだったので、

小さな声でもしっかりとまちづくりに反

映していかれるように有効利用していた

だきたいと思います。よろしくお願いい

たします。

○木村勝彦委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　アンケートに関す

る契約の方法について、理事から入札で

行いたいという答弁をさせていただきま

したが、現在は財政課と協議を行ってい

る段階ですので、協議をして、適正な方

法で行いたいと思っております。

○木村勝彦委員長　ほかにありませんか。

　弘委員。

○弘豊委員　おはようございます。

　今回の調査業務委託料と、それからポー

タルサイトの構築負担金ということで、

やっぱりこの事業にかかわって市民の声
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もしっかり聞いていくし、また情報発信

も行っていくというようなことは、この

時期にやっていく大事なことなのかなと

いうふうに改めて思っているところです。

その上で、確認の意味も込めて聞いてお

きたいというふうに思っております。

　一つ目は、健康・医療のまちづくりに

ついて調査業務委託をしてアンケートを

とっていかれるというふうなことであり

ます。このアンケートの中身が吹田操車

場跡地、国立循環器病研究センターにか

かわっての意識やニーズ、そういったこ

とであったり、食生活にかかわってとい

うようなことであったりというふうなこ

とで、このこと自体が今後の事業にも生

かしていくというようなことだと思うん

ですけれども、健康・福祉全体にかかわっ

てみましたら、健康せっつ２１というよ

うなことでのこれまでの計画もあります

が、そこらあたりとの関係といいますか、

そういったものについてのお考えがどう

なのかというようなことを聞いておきた

いのと、いろいろと資料を見ていました

ら、今年の８月に国土交通省が出してい

る分の資料で「健康・医療・福祉のまち

づくりの推進ガイドライン」というもの

がつくられていて、そういったものも拝

見してると、健康・医療・福祉というよ

うなことがある中で、今回は国立循環器

病研究センターを中心としたもので、そ

こについては健康・医療というようなこ

とで強調はしてるんだろうと思うんです

けれども、そこらあたりの考え方のとこ

ろを私の中でも整理できたらと思って、

１点お聞きしておきたいと思います。

　もう一つは、まちづくりポータルサイ

トのほうなんですけれども、１０月に行っ

た健康・医療のまちづくり会議の中でも

このことが議題になってるかと思います。

議事録がもうできていたらいいなと思っ

てたんですけど、まだ閲覧できなかった

ので、その会議の中でこの件に関して、

参加されている委員の方から意見が出て

るかどうかについてお聞きしておきたい

と思います。

○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　弘議員のご質問

についてお答えいたします。

　まず、一つ目のアンケートの関係でご

ざいますけれども、国立循環器病研究セ

ンターとの医療ニーズの関係だというふ

うに思っておりますけれども、健康せっ

つ２１とのかかわり、あるいは既存の計

画とのかかわりということになろうかと

思いますが、もちろん摂津市には総合計

画がございまして、そこを大もとにしま

していろんな計画が成り立っているとい

うふうに認識しております。健康せっつ

２１につきましては、平成２６年４月か

ら実質的に動き出しているというところ

でございますけれども、国立循環器病研

究センターとの連携とか、その辺の視点

というのは全く入っていないということ

がございますので、今回新たに来年度つ

くろうとしております健康・医療のまち

づくり計画というのは、その抜けている

部分といいますか、国立循環器病研究セ

ンターとの連携によってどういうふうに

地域医療を上げていくのかという部分を、

既存の計画との整合性を持たせながらつ

くっていくものだと理解をしております。

　それから、国土交通省のガイドライン

の話をいただいたんですけれども、これ

との関連性ということなんですけれども、

これは簡単になんですけれども、国土交

通省の出されてるガイドラインについて

は我々も中身について確認しております。

どちらかといいますと、ハード系の整備

を中心としながらどうやって健康・医療

の分野にアプローチしていくのかという
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のが国土交通省の視点でございます。

　今、我々がやっている健康・医療のま

ちづくりというのは、ハードの部分は街

区の整備という部分ではあるんでしょう

けれども、それとは直接リンクさせない

で、まちづくりというとハード系のイメー

ジがあるんですけれども、健康・医療と

いうソフト面からどうやって摂津市の施

策をつくっていくのかという形での議論

をさせていただいているところでござい

ます。

　国土交通省のガイドラインも我々は参

考にしながら、取れるところは取りつつ

議論をしていきたいなというふうには思っ

ております。

　それから、１０月の会議の内容でござ

いますけれども、まず健康・医療のまち

づくり会議、これは吹田市、摂津市、国

立循環器病研究センター、市民病院で行っ

た四者協議の内容につきましてはまだ議

事録には上がってないんですけれども、

前回は主に摂津市の三師会のほうから国

立循環器病研究センターが来ることによっ

ての期待というんですかね、そういう表

明をしていただきました。医師会、薬剤

師会それから歯科医師会のほうからいた

だいたご意見の主なものといたしまして

は、まずはやはり操車場跡地のあの地域

だけの健康・医療のまちづくりで終わら

ないようにしてほしいという話です。

　それと、やっぱり国立循環器病研究セ

ンターが来るということについては、み

んな歓迎しますと。その上で何かしらやっ

ぱり連携していきたいと。連携施策につ

いては国立循環器病研究センターのほう

も一定出しているんですけれども、それ

以外に何か出てくるのか出てこないかと

いうのはまだわからない部分があるので、

まずは積極的に協力していきたいという

意見表明が行われたというところでござ

います。あとは、やっぱり医療クラスター

の話がございますので、まだその全体像

についてはわからない部分があるんです

けれども、それについては国立循環器病

研究センターに対して明確化してほしい

というような意見がありました。

　それを受けまして、我々摂津市のほう

でも関係者が集まりまして、健康・医療

のまちづくりに対しての部会を健康づく

り推進協議会の中につくって、１回目の

協議をさせていただきました。そのとき

は、健康・医療のまちづくり会議の中で

どういう議題になっているのかという説

明をさせていただいて、現状を認識して

いただいたというところでございます。

こちらの会議のほうは今後、摂津市の健

康課題を具体的に取り上げながら、国立

循環器病研究センターが来たことによっ

てどういう施策を打っていけばいいのか

というご意見を賜っていけるかなという

ふうに思っております。

○木村勝彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　ありがとうございます。

　健康・医療のまちづくりというような

ことで進めていかれる中で、１１月に行

われた保健センターでの健康まつりでも

初めて国立循環器病研究センターが来た

というようなことで、そういったことも

市民の皆さんにお伝えしたら、やっぱり

ここに移転してくることで市民と一緒に

何かしらやれることができてくるのかな

というようなことでの期待も私はお聞き

しましたし、またそれを今後の計画の中

にもどんどんと生かしていけるような形

で進めていってもらいたいと思います。

　同時に今の答弁の中にもありました、

国立循環器病研究センターの周辺だけじゃ

ない摂津市全体のまちづくりにというふ

うな点でいいましたら、健康せっつ２１

の中で課題も的確に示されていってるん
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だろうと思うんですけれども、そこのと

ころにも生かしていっていただきたいと

いうふうに強く求めておきたいと思いま

す。

　話が少しそれるかもしれませんけれど

も、私は誕生日が１０月だったもので、

特定健診の受診ができなくて遅れました

ところ、勧奨のはがきが届きました。開

いてみてびっくりしたんですけれども、

高血圧の罹患率が摂津市は大阪府内でワー

ストワンということがそのはがきの中に

書かれていました。統計的にはそうなん

ですね。そういったことを見ましたら、

もっといろんな点で啓発もそうだし、健

康にかかわる施策を大事なことにしてい

くというようなことが重要になってくる

というふうに思いますので、そこらあた

りも含めて、今後きちんと取り組みを進

めていってもらいたいと思いました。こ

れは答弁は結構です。

　あと、ポータルサイトにかかわっての

部分、さっきの１０月の会議の中ではど

うだったのかということをお聞きしたん

ですけれども、そこらあたりについて気

になったのは、議事録は出てませんでし

たけれども、会議の資料はいろいろ出さ

れてまして、ポータルサイトの構築につ

いてということで吹田市が出している文

書があります。サイトのコンテンツイメー

ジ案も出ていました。これを見る中では、

やっぱり吹田市が主体であって、摂津市

が見当たらないということがあって、そ

こらについて何か意見がなかったのかな

ということもあります。もちろん構築に

ついての概要や内容やそういったことに

ついては、摂津市と協議をして共同事業

でというようなことは書いてあるんです

けれども、コンテンツイメージ案のとこ

ろが気になったもので聞いてみました。

もし答弁できるようでしたら、お願いし

たいというふうに思います。

○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　コンテンツイメー

ジのところでございますけれども、９月

議会で吹田市は先に補正予算を上げてお

られるんですけれど、そのときは話のタ

イミングがうまく合わずに、我々は１２

月議会に補正予算を上げるということで、

遅れる形になったんですけれども、吹田

市が９月議会に上げられる際は、最初は

吹田市単独でのサイトという形の上げ方

をしてますので、吹田市主導のそういう

形のコンテンツイメージが出てるという

ところでございます。ただ、やっぱり我々

としましても、貴重な税金を使って整備

させていただくものでございますから、

それは平等に、吹田市・摂津市がきっち

りとした情報発信ができるコンテンツに

仕上げていきたいというふうに思ってい

ます。両者が一緒に発信していくべき情

報もございますので、その辺は割り振り

というのは難しいかもしれませんけれど

も、弘委員が見ておられるようなコンテ

ンツイメージに限定・拘束されるのでは

なくて、やはり我々としてはきっちりと

情報発信できる内容に整理させていただ

きたいとい思っています。それはきっち

りと吹田市のほうにもお話をさせていた

だきたいというふうに考えております。

○木村勝彦委員長　嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　冒頭に島田理事から

本当に詳しくご説明いただきまして、こ

の内容をよく理解することができました。

そこで、市来委員も弘委員もいろいろと

質問されておられましたけれども、少し

私も質問させていただきたいと思ってお

ります。

　まず、アンケートなんですけれども、

今回は１，０００人を対象に郵送される

ということでおっしゃっておられました
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けれども、やはり回答率をいかに上げて

いくのかということになるんだろうなと

いうふうに思うんです。アンケートの回

答率を上げていくということを考えたと

きには、いろいろな観点があるんだろう

と思うんですけれど、一つは設問が余り

多過ぎたら恐らく回答率は低いんだろう

なと思います。そうなったときに、例え

ば健康づくりの状況であるとかもあわせ

て聞いていかれるということなんですけ

れども、そこは本当に要るのかなと。要

は、国立循環器病研究センターというも

のに対してどういったことを市民の皆さ

んは期待されているのかということに特

化したほうが回答率は上がるんじゃない

かなと。恐らく、今まで摂津市内でも健

康増進ということでいろんな計画を立て

てきたわけでございまして、その中では

当然アンケートもしてきたでしょうし、

いろいろと聞き取り調査なんかもしてき

たと思うんです。そこで、現在の市民の

ざっくりとした健康への意識なんていう

のは、そこで把握できてるんじゃないか

なと思うんです。今回このアンケートの

中で、詳細はこれから詰めていかれるん

だろうと思いますけれども、健康づくり

の状況であるとかそういったところまで

入れておられるというところに何か狙い

があるのか、そのことをお聞かせいただ

きたいなというように思います。

　それと、ポータルサイトなんですけれ

ども、内容をお聞きしていると国立循環

器病研究センターを利用して、いかに地

域医療や市民の健康づくりに寄与してい

くのかという観点からポータルサイトを

つくられていくと思っているんですけれ

ども、そうなると、見ていただく対象の

方は摂津市・吹田市の両市民の方という

ことを主に念頭に置かれてつくられてい

くのか、その点を一度お聞かせいただき

たいと思います。

○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　まず、アンケー

ト調査の項目でございますが、詳細につ

いては委員からご指摘いただいたとおり、

今後詰めていくことになるというふうに

考えております。当初、私の説明の中で

健康づくりの動向でありますとか食生活

の内容ということでいろいろ説明させて

いただいたのですが、その狙いといたし

ましては委員がおっしゃるとおり、今ま

での計画の中である程度の健康状況や健

康づくりの状況についてはアンケートを

していて把握できている部分もございま

す。それについては当然そのまま活用さ

せていただきたいというふうに思ってお

ります。国立循環器病研究センターとの

連携というのが主眼になるというのはま

さにそのとおりかというふうに思ってお

りますが、私が健康づくりとかその辺の

状況をもう少し把握したいというのは、

国立循環器病研究センターとの連携とい

うのは医療ニーズです。それについては

当然知りたい部分なんですけれども、例

えば、健康づくりの中でも表面的な質問

というんですかね、例えば運動されてま

すか、されてないですかという質問とい

うのは確かに今までのアンケートの中で

もあったかと思うんですけれども、例え

ばどういうような健康づくりをされてま

すかという質問までつっこんだところま

では恐らく聞いてなかったのではないか

なと。例えばウオーキングをしてる人が

多いですとか、ジムに通われてる人多い

のか、それとも温水プールを利用されて

る方が多いのかといったことですね。そ

の辺も今後やっぱり国立循環器病研究セ

ンターと連携する中で、例えば、そうし

たらウオーキングをしてる方が多いので

あれば、今後どういうようなやり方をし
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ていけばさらにウオーキングをする人が

増えるのかとか、その人の利便性がいい

のかとか。例えば、循環器に特化した病

院でございますので、そのウオーキング

の中でどういう歩き方をすれば循環器の

機能が上がるのかとか、そういう示唆が

いただけるのではないかと思って、そう

いう観点からもう少し掘り下げた形で聞

ければという思いもございました。ただ、

委員がおっしゃっているとおり、設問が

余り多いと回答率が上がらないというよ

うなご指摘はそのとおりでございますの

で、今いただいたご指摘を踏まえまして、

もう一度いろいろ検討させていただけれ

ばと思っております。

　２点目のポータルサイトでございます

けれども、これはポータルサイトという

ことで見ていただく手段というのは私ど

もからすれば市民というのが一番かとい

うふうに思っておりますけれども、それ

以外に国内外の方にも広く情報を発信し

たいと思っております。市民のニーズと

世界の方が見られる視点が違うのかもし

れませんけれども、その辺の情報を知り

たいと言われる方のニーズにできるだけ

合わせるような形のコンテンツを組んで

いくというのが必要だというふうに思っ

てますので、その点は吹田市と今後きっ

ちりと詰めさせていただいた上で、また

議会のほうにご報告させていただければ

と思っております。

○木村勝彦委員長　嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　それでは、アンケー

トのほうなんですけれども、理事におっ

しゃっていただいたように、今までの健

康づくりへの調査、アンケートよりももっ

と具体的に掘り下げて市民の皆さんの状

況をお聞きしたいというところですよね。

そこはよくわかりますし、それはこれか

らの摂津市民の健康増進を考えたときに

は非常に大きなものになるだろうなとい

うように思うんです。ただ、今回の１，

０００人を対象にしたアンケートとドッ

キングすることはどうなのかということ

についてはもう一度ご検討いただければ

と思うんです。確かに有効な材料は得ら

れるかもしれませんけれども、それを今

回のアンケートに盛り込むことによって

回答率が低くなってしまうと、ひょっと

すると今回の趣旨そのものがあやふやに

なってくるかもしれませんので、そこは

内部でも協議をしていただいて、より有

効な形でアンケートを実施していただけ

ればと思います。ぜひそこはご検討をよ

ろしくお願いしたいと思います。

　それから、ポータルサイトなんですけ

れども、これはまち開きまでの情報提供

ということでされるというイメージで思っ

ていたんです。そうすると、市民の皆さ

んに対してどうなっているかという進捗

状況をお知らせしていくということにな

るんだろうと思っていたんです。ただ、

これを国内外の皆さんにお知らせすると

いう話になってくると、それは国立循環

器病研究センターの持っている機能であ

るとか、それを利用して両市の市民の皆

さんにどういった健康づくりの施策がで

きるのかということになってくると、こ

れはまち開き後の話になってくるんだと

思うんです。そこら辺が理解できなかっ

たので、これをまち開きまでのものとす

るのであればそれなりの打ち出し方があ

るでしょうし、それはそれで市民の皆さ

んにお伝えしていきながら、しかしそれ

以後も続けていくというのであるならば、

そちらにしっかりと主眼を置いたものに

なっていくでしょうし、そこら辺のこと

はもう少し詳しくお聞かせいただければ

なと思います。よろしくお願いいたしま

す。
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○木村勝彦委員長　島田理事。

○島田保健福祉部理事　ご質問にお答え

いたします。私の説明不足もございまし

て申しわけございませんでした。

　ポータルサイトのイメージでございま

すけれども、これはまち開きまでが主眼

でございまして、そういう意味でいいま

すと、委員からご指摘いただいたところ

でいいますとそういうイメージというこ

とになるのかなというふうに思っており

ます。まち開き後につきましては当然そ

こに事業者が入ってきますので、そちら

のほうで主体的に我々の事業を引き継い

でいただいてやっていただけるというふ

うに思っております。そういう意味でい

いますと、市民への情報提供をもっときっ

ちりしていかなければならないというこ

とになると思うんですけれども、そこに

つきましては我々のほうでもやはり、先

ほど申し上げたところもあるんですけれ

ども、市民の健康状況でありますとか、

あるいは我々のやっている取り組み、イ

ベントの情報もそうなんですけれど、そ

ういうものについてはきっちり情報提供

をさせていただいて、市民向けのコンテ

ンツもきっちりと構築いたしまして、情

報発信をしていきたいと思っております。

なかなかまち開きまでという限定のもの

でございますが、やはり医療クラスター

の関係もございますので、そこは事業者

向けのものも一部入れていかないといけ

ないという部分もございますので、そこ

は両にらみという形での情報発信になろ

うかとは思いますが、できるだけ市民の

方にわかりやすい形での情報発信という

ことを心がけていきたいと思っておりま

す。

○木村勝彦委員長　ほかに。

　藤浦委員。

○藤浦雅彦委員　おはようございます。

　今までにそれぞれ各委員のご質問によ

りまして中身はよくわかってきたわけで

ございます。

　今回、健康・医療のまちづくりに向け

て、スケジュールを持って、一つ一つ進

めていっていただいているということは

よくわかるわけでございます。先ほどか

らの質問にもありましたように、摂津市

には健康せっつ２１もありますし、健康

づくりの施策として来年からスタートす

るものもありますし、その辺のことはしっ

かりと絡めながらといいますか、うまく

入れ込みながら計画を構築していってい

ただきたいなと思うわけでございます。

　それで、一番心配していますのは、先

ほど弘委員も言われましたけど、ポータ

ルサイトは吹田市が先行でつくり出して

いるというようなこともありますが、こ

の吹田操車場跡地のまちづくりは一番最

初から吹田市が先に何かを考えてつくっ

て発表して、摂津市はどうなっているん

だということなってきた感覚が非常に強

いわけでございまして、最初の国立循環

器病研究センターをめぐる問題のときも、

うちは正雀下水処理場の問題を抱えてい

まして、そのときも本当に議会と市が一

丸となってこの解決を勝ちとったと言え

るような状況でございまして、決して吹

田市が先行してこれを解決しようという

態度ではなかった中で今日まで至ってる

ということで、島田理事もその辺はよく

聞いていただいてると思うんです。吹田

市の姿勢といいますかね、そこが一番危

惧しているところでございます。もとも

と吹田市と国立循環器病研究センターと

の関連のいろんな施策を展開していまし

たし、そういう意味では、ポータルサイ

トに関しても、また吹田市が勝手に先行

してやっていくんじゃないかという危惧

が非常にありまして、決してそうならな
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いように、摂津市も補助率が約３２％と

いうことでありましたけれど、このこと

にとらわれず積極的に戦略的に計画を策

定していっていただき、島田理事を中心

にやっていただくと思うんですけれども、

そういう態度でぜひ取り組んでいただき

たいということをお願いしておきたいと

思います。吹田市と摂津市の進め方につ

いて、吹田市先行という気がしてならな

いわけですが、その辺で現状の立場とい

うか立ち位置について副市長のほうから

補足も含めて、きちんと対等でやってま

すよということなのか、いろいろ危惧す

ることもあるのかも含めてご答弁いただ

けたらいいなと思います。

○木村勝彦委員長　副市長。

○小野副市長　藤浦委員が言われたこと

は否めなかったと思います。これは国立

循環器病研究センター移転問題が吹田市

にあって、そこから出てきておりますの

で、その中で見ておったというのも事実

でございますから。

　このポータルサイトについてもいろい

ろ議論していただきました。吹田市がそ

ういう形で出してこられて、摂津市も置

き去りにされてはいけないという形でこ

れを処理してきたということですから、

今後はそういうことはないと思います。

ただ、今後、問題が出てくるのは、藤浦

委員が言われた正雀下水処理場の土地問

題の全体がまだ見えません。７街区問題

というのは国立循環器病研究センター、

ＵＲ、私どもで話し合いをしていますの

で、これは吹田市とは別個の中身で処理

ができると思っています。やはり、処理

場問題がまだ具体的には見えないと。こ

こについては私どもが主導でやらせても

らうという気持ちでやっております。な

ぜならば、摂津市内にある土地であると

いうことが前提でございますから、これ

を置き去りにされては許せませんので、

そういうことがないように頑張っていき

たいと、十分注意してやってまいりたい

というふうに思っております。

○木村勝彦委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○木村勝彦委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午前１０時４６分　休憩）

（午前１０時４８分　再開）

○木村勝彦委員長　再開します。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○木村勝彦委員長　討論なしと認め、採

決します。

　議案第６４号所管分について可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○木村勝彦委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　これで本委員会を閉会します。

（午前１０時４９分　閉会）
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　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　駅前等再開発特別委員長

　　　　　　　　　　　木　村　勝　彦

　駅前等再開発特別委員

　　　　　　　　　　　三 好 義 治
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